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以上に食いつきが良くて、授業のスタートか
ら盛り上がりました（笑）。また、亜細亜大
学では、担当の先生が積極的に検定学習に取
り組んでいらっしゃいますが、学生たちで実
際に受検するのは３分の１。とはいっても、
世界遺産クイズを投げるときちんと応えてく
れますし、去年受検したけれど認定されな
かった学生たちは意欲も強く、素直な生徒た
ちだと感じられました。学生たちとの掛け合
いがうまくいかないと、当初の予定時間より
も早くに終了しまうこともあります（苦笑）。
毎回ザックリとした自分なりの時間配分は決
めていて、その都度、調整しているのですが、
世界遺産だけでなく国際情勢や時事問題など
の知識や自分の経験的引き出しをもっと蓄え
て、次に繋げられるようにしたいです。殆ど

の学生に海外の世界遺産経験があるようで、
モン・サン・ミシェルや万里の長城、グラン
ドキャニオン国立公園、マチュ・ピチュといっ
た、メディアで特集されやすい場所は、やは
り人気が高いです。単位を取るためだけの学
生と比べて、実際に受検するつもりの学生の
質問は、より具体的です。

　学生さんたちにとって何が一番心に響く
のかを考えると、世界平和にしても貧困問題
にしても遠い国の出来事ではなく、自分自身
の身近な出来事として捉えてもらうこと、つ
まり、世界遺産を近くに感じてもらうことだ
と思います。他の認定講師の方々の知識や経
験には到底適いませんが、私の認定講師とし
ての自負は、学生さんたちとの距離感がさほ
どない、親しみ易さ。さらっと生きていくの

も良いけれど、ちょっと寄り道してみるのも
良いよと伝えていけたら、と思っています。

から感動しました。この旅行は 2 週間で、
インドの前に、バングラデシュにも足を運び
ました。実はこれが私にとって初めてのアジ
ア圏への旅行で、その最初の到達地が、人口
密度世界第８位（当時）のイスラム教国バン
グラデシュ。とても衝撃的でした。ちょうど
ラマダーンの時期と重なっていたため、街中
ピリピリした緊張感が漂っていました。バン
グラデシュは緩やかなイスラム教国ですが、
街中で見かけるのは男性ばかり。現地ガイド
も男性でした。インドではカルカッタからデ
リーに向かい、デリーで１泊。経由地で飛行
機が遅れ、深夜近くの到着。事前予約した宿
は別予約で埋め合わせされている可能性が高
いので、観光案内所で別宿を探すことにしま
した。道中、「空き部屋あるよ」としつこく
客引きが群がってきて、英語では追いつかな

いので日本語で「邪魔！」と一括。必死で追
い払いました（苦笑）。なんとか宿に辿り着き、
翌朝はフマユーン廟を訪れました。その後、
アーグラ城とタージ・マハルに向かい、さら
にサルナートまで足を延ばしました。アーグ
ラ城からタージ・マハルを臨んだ父シャー・
ジャハーンの心境の追体験は忘れられませ
ん。インドの後にはスリランカも周遊し、順
番的にはバングラデシュ→インド→スリラン
カ→中国→日本でしたので、文明がだんだん
発展していく流れを体感できました。そして、
トラブルに遭っても何とかなる！と考えるよ
うになりました。

――寄り道することの大切さ
学生や初めて学ぶ方々のために、世界遺産

ひいては世界遺産検定に興味を持ってもら

う、初歩的な導入ガイダンスを担当すること
が多いです。高校生は、まだ社会的経験も浅
いこともあって、検定が将来どう役立つの
か、ふんわりとした質問内容が主です。一方
で、東京交通短期大学の学生は、就職活動を
目前としているせいか、世界遺産検定取得へ
の関心が高く、とても真剣に聴いてくれまし
た。短大生は限られた２年間で就職に繋げら
れる能力を少しでも身に着けなければなりま
せん。１回で合格する！　という意気込みが
違います。東京交通短期大学には鉄道会社志
望の男子学生たちが多いのですが、鉄道業界
も旅行業や観光業と密接ですので、とても熱
心です。教える側にも熱が入りました。ツイッ
ターもフォローした方がいいよ！とか（微
笑）。私は以前、声優としても活動していた
ので、そのことを自己紹介してみたら、予想

――身近に感じられる
　　宗教の存在
私の実家は曹洞宗のお寺で、僧侶の祖父の

影響もあり、小さい頃から寺社巡りが好きで
した。寺社だけでなく西洋建築と宗教全般に
興味があり、世界遺産を意識してからはより
いっそう関心が強まりました。私は声の仕事
に携わっているので、いつか世界遺産に関す
る番組のナレーターをしてみたいです。以前、
所属事務所のマネージャーに相談してみたと
ころ、そのようなナレーションを担当するた
めには経験と実績が必要だと言われました。
そこで見つけたのが、世界遺産検定。専門学
校卒でコンプレックスもあったので、将来へ
の裏づけが欲しかったのです。2 級、1 級と
連続合格を目指し、自分自身のキャリアのた

めと思って始めた勉強が、世界遺産の枠を越
えて、政治経済や歴史、紛争問題の知識も深
まりました。その一方で、世界遺産の理解を
掘り下げていくほど、一般的な宗教観と実家
の宗教様式との整合性が取れなくなってきま
した。曹洞宗は規律に厳格な宗派として知ら
れていますが、実家のお寺は柔軟で、他の宗
派の様式も寛容しています。神仏習合や民間
信仰の形、そういった宗教の違いは、世界遺
産の勉強を通じて、より身近に感じるように
なりました。

５年ほど前のインド旅行では、同行した友
人がカトリックで、良い意味で宗教の混在し
た旅となりました。夜行列車のコンパートメ
ントで位の高いヒンドゥー教僧侶の方と相席
となった時は、キリスト教と仏教、ヒンドゥー

教とお互いを自己紹介し合って、宗教の話と
なりました。ガンジス川では、人々が身体を
洗い、洗濯物をすすぎ、野菜の泥を落とし、
遺灰も流されます。すべてを受け容れて淡々
と生活している日常がここに在るのだと、心
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一番行きたい世界遺産だったシーギリヤ

クトゥブミナールにて現地の方々に協力してもらって
三日月のポーズ


